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「アーサー王宮廷におけるコネティカッ
　　ト州出身のアメリカ人」について
前 田 豊
　マーク・トウェインはヘンリー・ジェイムズやナサニエル・ホーソーン
とは対照的な作家です．ジェイムズやホーソーンが入念な彫琢しぬいた作
品を書く文学者であるのに対して，トウェインは，少年時代，西部を放浪
していた時代に身につけた「ほら話」の自由奔放な語り口と，地方色豊か
な口語表現や俗語，方言をそのまま小説の世界に持ちこんだ作家です．
　非凡な着想，想像力，豊かな生活体験を活かして，恵まれた体力にまか
せて筆を進めていく創作方法は，一息に書きあげることが可能な短篇の分
野では見事な効果を生んでいます．しかし，構想力と持続的な創作力を要
求される長篇作品になるとトウェインは甚だ苦しんでいるようです．
　「ハックルベリー・フィンの冒険」には6年，「ストームフ2一ルド船
長天国旅行記」には20年以上，「アーサー王宮廷のコネティカット州出
身のアメリカ人」には5年が完成までにかかっております．
　「ハック・フィン」がその典型ですが，彼の比較的長篇に属する作品に
は構成上の欠陥，テーマの混乱等が多くの研究家によって指摘されている
のはストーリー・テラーとしての本質から必然的に生まれてくるものです．
　しかし彼の分裂した複雑な個性，感情が更に大きな原因となっているこ
とは見のがせません．　　　　　，　　　　　’
　Richard　Chaseは「マーク・トウェインの想像力が彼の個性の二重性と
彼の矛盾した感情と考えによって深刻に影響されていることは疑う余地が
ない」1）と述べて，その矛盾した個性の実例として彼が陽気なおどけ者で
ある反面憂欝な皮肉屋であり，ロマンス作家であって同時に悲観論的な決
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定論者でもあり，徹底した民主主義者であると同時にスタンダード石油会
社の重役連の飲み友達であって，ものに捉われない天才であると同時に投
機的な商売屋であり，双生児を題材にして自分の分裂した性格を写しだす
ことを好んだ作家であることを指摘しています．彼の性格の二重性につい
ては，フロイドの精神分析理論に基づいて偶像破壊的な評伝を書いたヴァ
ン・ワィック・ブルックスをはじめ殆んどの学者や伝記作者が一致して認
めています．V・DeVot・の言葉によると「彼はそこ（故郷の・・ンニバル）
に少年時代の牧歌を見出すのみならず，不安，暴力，超自然的な恐怖，そ
れから結晶こそしなかったが，たえずおっかぶさってくる漠然とした恐れ
をも見出した」2）ように故郷はなつかしいものであると同時に恐ろしいも
のでもある相矛盾した意味を帯びています．また「トウェインは鉄道をも
てはやしたが，鉄道がミシシッピーの船に与えた影響を呪った．彼は植字
機は好きだったが，その発明者，ペイジを憎んだ」3）というようなアンビ
ヴァレントな感情は彼の分裂的な性格が原因となっていると考えられます．
　「アーサー王宮廷におけるコネティカット州出身のアメリカ人」はこの
ような作者の抱く相対立する感情の所産であり，そこに作者の精神の深淵
を窺うことができます．
　19世紀のアメリカ，コネティカット州生れの生粋のヤンキー，ハンク・
モーガンがこの小説の主人公です．鉄砲かじ，機械工の彼はけんかをして
なぐられ，失心し，意識を回復すると彼はアーサー王の支配する6世紀の
英国に来ている．19世紀の科学知識，文明の力を傾けて，彼は封建社会
を民主主義社会に変えようと努力する．理想実現の一歩手前で計画は失敗
に終り，彼は自分の作った近代兵器を使って英国全体を敵にまわして僅か
な部下と共に戦い，2万5千人の貴族，騎土を殺し，勝利を収めるが，自
分も魔法使いのマーリンに呪われて13世紀にわたる長い眠りにつく．
　この話は作老トウェインが中世の城を見物した時にこの主人公に会い，
彼から6世紀の冒険の記録を借りて読む形式になっています．44章にわ
たるその原稿がこの作品の中心を占めています．読み終った作者が原稿を
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返しにハンクの部屋を訪れた時，彼はうわ言をいいながら息をひきとった
という作者によるあと書きが結尾についています．
　この作品のヒントが最初に浮かんだのは1884年で，この年にトウェイ
ンはマロリーの「アーサー王の死」を読んだ影響でよろいを着てひどく窮
屈な思いをした夢を見たと書いているそうです4）．翌年，彼のノートには
この作品の中で起るいくつかのできごとについてのメモがあり，翌年1886
年に序にあたる「説明の言葉」と1章から3章まで，87年には10章を
除く4章から20章まで，88年7月から89年の5月にかけて残りの部
分が書かれたと推定されています．
　H．N．　Smithもこの作品について「話が進むにつれて，バーレスクから
辛らつな認刺に変っていく」5）と印象を語っていますが，ごく大ざっぱに
分けて前半と後半では読後の印象はかなり違ったものになります．
　前半はハンクがアーサー王宮廷の総理大臣になり，マーリンの塔を爆破
し，サソディをつれて食人鬼退治に行き，その帰途「聖なる谷」で井戸を
修理して，かれた水を再び出るようにするバーレスク風の明るい，ユーモ
ラスなエピソードです．後半はアーサー王をつれて農民に変装して民情視
察旅行をするエピソードと，彼に向って押し寄せる騎士達をダイナマイト
や高圧電流，機関銃で虐殺する「サンドベルトの戦い」のエピソードです．
後半のエピソードは「ハック・フィンの冒険」の後半と同じように陰惨な
血生臭いエピソードに満ちています．
　この雰囲気の変化の原因としては発明好きで，金もうけに強い関心を持
っトゥェィンが数年前から興味を持ち，この作品を本格的に書きはじめた
1886年から全面的に支援し始めたペイジ植字機iの発明が失敗に終った事
件があげられています．
　前半の部分のユーモアの性質はユーモァ作家トウェインが何故大衆にも
てはやされたかという理由を考える上で非常に興味深いものであります．
　Louis　Buddの研究によると6），　トウェインがこの作品に着手していた
時は，彼の愛国心が高揚していた時期なのだそうです．ちょうどその時期
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にマシュー・アーノルドが訪米中の講演でアメリカ文明の欠点は‘‘distinc－
tion”に欠ける点にあるという意見を述べました．この批判がトウェイン
の愛国心と反英感情を煽り，その結果，彼にとっては洗練とか教養すなわ
ちスノビズムまたは貴族主義，実利主義すなわち民主主義を意味したよう
です．
　1886年11月のフェアバンクス夫人への手紙の中でトウェインは　「こ
のストーリーは調刺というよりは寧ろ『対照』である」7）と述べ，更に言
葉を続けてアーサー王の時代の特色を彼の時代と並置して描きだぞうとし
ているという趣旨のことを書いています．
　しかし，この手紙の穏かな内容にもかかわらず，作品からは英国文明に
対する強い反感が感じられるのはアーノルドの意見への反発が尾をひいて
いると推測されます．
　社会人類学者のG・Gorerはアメリカ人の性格について興味ある意見を
述べています．その意見によると「尊敬や畏敬は通例権力者に対する感情
的反応である．したがってそれはアメリカ人にとって，もっとも不快な感
情のひとつで，日本人が不面目感を注意してさけるのと同様，アメリカ人
も注意深く尊敬や畏敬を回避している．このような感情をひきだすかも知
れない人や状況に直面すると，軽薄なこと，不調和なこと，念のいったこ
とを利用して尊敬や畏敬の感情などはもはや不適当になる状態にもちこも
うとあらゆる努力がなされる」8）．彼は臨床的に完壁に近い実例としてトウ
ェインの「お人よしの外国旅行」とこの作品を挙げています．
　このアメリカ人の精神構造の分析の中にユーモア作家トウェインが大衆
に人気を博した理由と「コネティカット・ヤンキー」のバーレスク風な画
き方の理由があります．
　ハンク・モーガンの自己紹介は「私はアメリカ人である」という言葉で
始っています．彼は「ヤンキーの中のヤンキー」である．だから実際的で，
洗練された情緒に欠け，詩などを解さない．父は鍛冶屋，叔父は馬医者，
ハンクは二人の技術，知識を習得し更にコルト兵器工場で種々の機械技術
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を身につける．彼の言葉によると「私はその工場で習えることは全部習っ
た．あらゆるもの，銃，拳銃，大砲，ボイラー，エンジン，あらゆる種類
にわたる労働力節約の道具をつくることを．何だろうと変りはなかった．
それに一つのものをこしらえる手取り早い，新流行の方法がなければ，そ
の方法を考案することだってできた一丸太をころがすみたいに造作も
なく」9）．
　彼は作者の意識の中で民主主i義と同義語となっている実利主義の信奉者
であり，19世紀のアメリカ社会の時代思潮の中心を占め，作者も一面で
は強い支持を与えた物質文明，機械文明のチャンピオンであります．実際
的，合理主義的で，科学，教育の力を全面的に信じ，進歩，文明，正義，
法律上の平等，自由貿易，政治と宗教の分離等，19世紀のアメリカ人が
共通して信じていた観念の支持者でもあります，つまり彼は当時のアメリ
カ人の一典型なのですが，作者がハンクに与えた役柄にはGorerの指摘
した意図が明らかに読みとれます．
　彼にはアーノルドの主張する“distinction”が全く欠けていて，鼻持ち
ならない程浅薄で卑俗な一面があります．トウェインは意地になってこの
人物のそうした個性を強調しています．
　中世や封建制を経験したことのないアメリカ社会の人間とアーサー王の
時代という組合せ自体にすでにユーモラスな「対照」の面白さがあります．
　ハンクの眼から見ると中世風の大げさなレトリックはすべて大法螺で，
武者修業も聖盃探求も騎士達の生きるためのビズネスだし，彼自身の赴い
た4本腕，ひとつ眼の，3人兄弟の巨人に，44人の待女と共に捕らわれ
ている姫の救出が実際は豚飼に飼われている豚を豚小屋から出してやるこ
とであり，王も騎士達も「子供」のように単純で，彼がよろいの下でパイ
プをすうと火を吐いていると驚くし，石けん，歯磨き，煙突掃除の広告を
楯につけて得意になって歩きます．やがて鉄道が敷設され騎士達は運転手
になっても彼等はよろい，かぶとを頑として脱がない．ア・・一一サー王と騎士
達の円卓はやがて株式取引所にかわり……等々，中世社会，貴族主義，騎
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士道，カトリック教会を笑い者にする点において，すでに「お人よしの外
国旅行」で実証したように，トウェイソのユーモアと奔放な想像力はその
真価を発揮しています．トウェインは子供達を相手にいろいろな遊びを計
画，考案するトム・ソーヤーなのです．
　しかし，H・N・Smithの評する「余り程度のよくないアーサー王の国を
侵略するヤンキー」10）の眼を通して中世社会を見ることは彼の程度に相手
を引きつり落すことを意味します．未だ西欧文化の伝統を持たず．文化の
後進性を身にしみて感じていたアメリカ人にとってこれはひどく痛快なこ
とに違いなく，トウェインの初期の海外旅行記やこの作品が大衆にもては
やされた理由はここにあると考えられます．
　この方法は自分のことを棚あげにして相手を一方的に攻撃することです．
　主人公のハンクと異なり，　トウェインにとって，19世紀のアメリカ文
明は無邪気に全面的な信頼を持てる対象ではなく，複雑な相矛盾する意味
を持っていました．
　結末の部分の血生臭い戦いの場面は作者が自国の文明に対して下した判
決です．
　無責任に外に向けられていた攻撃の矢は内に向けられ，ユーモラスな明
るい悪ふざけは後半に到って暗い深刻な反省にと変るのです．
　ハンク・モーガンが象徴する19世紀文明に対抗する中世文明は魔法使
いマーリンの中世の呪術です．ハンクが日蝕の知識のお蔭で死刑を免かれ，
この国で最高の権力者の地位におさまることができたのも科学の勝利なら
更に彼が魔法のエキジビションを望む国民の眼の前でマーリンの塔を爆破
し，the　Bossの称号を得，その上，聖地の井戸「聖なる泉」の修理をマー
リンと競い，その懸命な祈りにもかかわらずハンクが派手な勝利をおさめ
ることも，また騎士達とのトーナメントでマーリンの魔法に護られている
筈の騎士サグラモアが肉じゅばん，タイツ姿の彼にカウボーイの使う投げ
縄で簡単に馬から引きずり落されるのも19世紀文明の勝利を意味します．
ハンクに言わせると「インチキの魔法が科学の魔法と対決しようとすると
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いつでも決まってインチキの魔法は負ける」のです．
　絶大な権力にものを言わせてマーリンを抹殺しない理由はマーリンの重
なる失敗，敗北によって19世紀の文明に対する民衆の信頼を得る教育資
料とするためです．
　ハソクはマーリンとの対決で一応の勝利を収めたのちに「われわれ二人
（アーサー王とハンク）をたしたより更に強い勢力」の存在に気づきます．
　中世社会で誰よりも強力な存在，それはP一マン．カトリック教会です．
ハンクの言葉をかりると，それは「僅か2，3世紀の間に人間の国家を蛆
虫の国家に変え」てしまった程強い影響力を持っています．何故なら，
ローマン・カトリックこそ「王権神授説」を考えだし，貴族社会に対する
盲目的な服従，自己卑下，自己犠牲，侮蔑に対する忍従，圧政に対する無
抵抗の服従を教え，世襲の地位，血統，階級や身分制度を考えだし，民衆
にそうしたものに頭を下げることを教えこんだのですから．教会の教育の
力で人々に浸透した観念をトウェインはinherited　ideasと呼んでいます
が，人々はこの力の影響で血統以外のものに盲目になっています．実質的
にこの社会で一番の権力者であるハンクでさえ，恐れられはしても，その
地位にふさわしい尊敬を得られない根なし草のような存在に過ぎません．
　1いかなる種類の忠誠も，いかなる種類の貴族制度も人間性に対する侮
辱」と感ずるハンクにとってはローマン・カトリック教会はアーサー王を
頂点とする英国貴族社会の背後にそびえる最大の敵なのです．
　ハンクが教会を恐れるのはその絶大な権力のためではなく，それが長期
にわたって民衆に教えこんだ観念の力，教育の力のためであります．
　・・ソクが徐々に教会の権威を覆すために採用する手段も教育（training）
です．
　教会にかくれて彼は教育施設（ハソクはこれをMan　factoryと呼んで
います）士官学校，教員養成所を創設し，次代を担う人間を養成しようと
します．国中にスパイをはなってその諜報活動によって，民衆を啓蒙し，
迷信をとり除き，騎士道社会を覆えし，新しい社会秩序の準備を着々と進
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めます．
　　トレ－ニソグ　「教　育一教育が大切だ一人間に大切なのは教育だ．われわれは生まれ
つきの性質ということをいうが，それは誤りだ．生まれつきの性質という
ものはない．われわれがその間違えやすい名で呼んでいるものは遺伝的に
受けついだ観念と教育にすぎない．われわれには自分の考えもなければ，
自分の意見もないのだ．それはわれわれに伝えられ，教えこまれたものに
過ぎない」12）とハソクは述べています．
　文明の観念がデモクラシーの諸要素と，すなわちすべての人間の平等，
普通選挙，知識の普及，科学技術の応用による一般生活の向上，社会的精
神の養成，訓育，個人の人格の発達等の諸要素とかたく結びついている点
でハンクは19世紀のアメリカの時代精神の申し子です．
　しかしこのせりふは最初に作者が設定した実行力はあるけれども，抽象
的な思考は柄にあわないコルト兵器工場の職工の監督にはふさわしくない
ものです．H・N・SmithやP・Coviciの指摘をまつまでもなく，次第に作
者がハンク・モーガソという創造物の中に入りこんでいることは明らかで
す．
　元来，民衆を教育して，中世社会を民主主義の社会に改造しようとする
発想は理想主義であり，ロマンチシズムであります．それには人間への信
頼が，進歩という観念に対する信頼が前提となっている筈です．
　それにもかかわらず，ハンクのすなわちトウェインの教育論の中では個
人が否定されています．内容的には晩年の作品「人間とは何か」の中でト
ウェインが苦々しい口調で述べている「人間はただ自動機械に」すぎない
ものとして人間の道徳性，自由意志を頭から否定した思想と同じです．
　この作品の後半の章の大部分を占めるアーサ・一一一王との諸国漫遊は，ハン
クにとっては民情視察と共和制の可能性を探ることが目的でした．事実彼
は農民の中に支配階級に対する反発や彼の説く自由や平等という観念にか
すかにでも反応を示めす者の存在することを知ると「これまでに存在した
最も惨めな人間の中にも共和制を建設するにたる十分な人間性が残ってい
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る」と考えるのですが，やがて旅が進むにつれてデモクラシーの可能性を
信じることが困難になります．民衆の基本的な人間性は先祖代々彼等の中
に植えつけられた社会制度の圧力，迷信によって歪められ，中世の伝統の
前に自分の理想が無力であることをハンクは悟りはじめます．やがて彼の
民衆に対する反応は「全人類を絞首刑にしてやりたい時がある」という絶
望感に変り，人間に対する信頼感は彼等を「羊」とか「人間のくず」と罵
る絶望感に変ります．
　教会が彼に破門を宣した時，民衆の心にしみこんでいる権力への畏怖は
ハンクの教育より強力であったことを示めしています．ハンクに向かって
攻撃の姿勢をとった彼等を，彼等の幸福のために築いた文明の力を借りて
滅ぼさねばならなかったことはハソクの理想の生んだ悲劇であります．
　アーノルドの批判に対するイギリス文明批判としてこの作品を書いたこ
とはトウェインの中にアメリカ民主主義への無言の支持があった筈です．
その感情を反映している筈のこの作品が進歩，自由平等，人間の相互理解
等民主主義の抱括する諸観念を否定する結末になっていることはそのまま
作家トウェインの矛盾をあらわしているといえます．
　共和制の肯定と個性や進歩の否定が相容れない矛盾であるなら，共和制
を封建社会に建設しようとする人間が独裁者になろうとすることは更に大
きな矛盾です．
　10章でハンクは「無制限な権力は安全な人間の手にある時は理想的な
もの」と考えています．彼の意見によると独裁者が人類の中で最も完全な
人間で，永遠の生命を持つならば，その独裁主義は完全な政治になるだろ
う．しかし完全な人間でも死ぬ．するとその政治組織を不完全な後継者に
残すことになるのでこの世の独裁政治は悪い政治形態であるばかりか，最
悪のものとなる．ハンクは本質的には独裁制の支持者です．
　失心からさめたハソクがあたりの異様な風景に胆をつぶし，周囲の人間
から6世紀のアーサー王の時代に今自分がいることを知らされた時，ハン
クはふた通りの判断をする．もし精神病院にいるのならすぐにこの病院を
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支配（boss）して，その理由を質そう．もし本当に6世紀なら「この国を
3ケ月以内に支配してやろう」と考えます．
　もちろん，この発想にはさきに述べた英国に対する反発からアメリカ文
明が英国文明を牛耳る悪ふざけをトウェインが考えていた影響は考えられ
るのですが，ハンクの性格を示す言葉でもあります．
　10章までにハンクは教育機関，工場，作業場，新聞，電話，鉄道，通
貨，マッチ，石けん，歯みがき，歯ブラシにいたるまで彼のいわゆる「あ
らゆる種類の産業の芽，未来の広大な工場の核，未来の文明の鉄鋼の使
節」を国内の人目につかない場所でつくりあげました．．彼は自分の仕事
をふり返って「私の仕事は一国の資源を自由にできる時，独裁者がどんな
仕事をすることができるかを示めしている」と考えています．彼が自分を
独裁者になぞらえているのは注目に値いします．
　トーナメントで円卓の騎士をはじめ多くの騎士を相手に，カウボーイの
使う投げ縄と拳銃で試合をし，彼等を破ってひろく世間に自分の実力を示
めし，その翌日，これまで秘密にしていた彼の「文明」を公開します．次
の3年間に奴隷制を廃止し，法の下での平等，税の均等化を実施し，19世
紀の科学文明社会をそのまま6世紀に移しかえたといつても差しつかえな
い状態を実現します．
　彼の目的はカトリック教会の打倒をはかりアーサー王の死後に21才以
上の男女に選挙権を与えること，すなわち彼の目的が共和制の実現にある
ことは明瞭ですが，その実現を願う人間は同時に「その初代大統領になり
たいというさもしい気持を抱きはじめていた」と告白しています．
　この告白とすぐそのあとに続く「私の中には多かれ少なかれ人間性があ
ったのだ．私はそのことに気がついた」という言葉は無邪気に中世社会を
支配しようと希うthe　Bossとそれを恥じるもうひとつの彼の存在を示め
しています．苦々しい自嘲と人間性そのものに対する不信が感じられるこ
の言葉は，コネティカット出身の，感傷性や詩情の理解に欠ける，楽天的，
実利的で，抜け目のないビズネスマン兼機械工，封建時代の民衆に共和制
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の観念を教えこもうとする人間の進歩を信じる理想家にふさわしい言葉で
はありません．
　これまでに述べたハンク・モーガンの性格はどれも作者マーク・トウェ
インの中に存在する傾向であります．どの個性がハンクの中で強くおしだ
されるかを決定しているものは作老の私生活に原因があることは否定でき
ません．その意味でトウェインは非常に正直な自伝的作家です．
　トウェインは以前からコルト武器工場で見たJames　W．　Paigeの植字
機の発明に強い興味を持ち2，000ドルを投資していました．この作品に
本格的に取り組む1週間前に，彼は無限の富をもたらす筈のこの機械の完
成，製造，販売を一手に引きうける会社を設立し，希望と同時に経済的，
精神的重荷を背負いこみました．
Justin　kaplanは「コネティカット・ヤンキーと植字機は彼の心の中で
双子のように対をなしている」13）と述べています．作者の心の中で，両者
のイメージは重りあいトウェインはペイジの機械完成の日にこの作品を書
きあげようと努力していました．つまりこの作品の完成と同時に彼には物
質的な幸福が訪れるのです．
　しかし毎月，数千ドルにわたってこの研究を後援したかいもなく，彼の
夢は無惨な失敗に終り，結果的には25，000ドルを無駄に投資したことに
なりました．
　この失敗は彼を事実上の破産に追いこみ，彼は収入を得るため家族をつ
れてヨー一　Pッパへ講演旅行に出かけ，旅先で娘の死，妻の発病と次々に不
幸に見舞われます．
　まさにペイジ植字機は彼にとって晩年の不幸のきっかけとなるものであ
り，ペイジを憎むあまり，彼を鋼鉄のわなにかけて死ぬ様を眺めることを
想像しては心をまぎらした14）のも無理もないことかも知れません．
　トウェインは元来，発明に興味があり，蒸気機関，蒸気クレーン，発電
機，新式電信法，カオラタイプ等に次々と投資し，自らもその実験に手を
染めています．ペイジ植字機で破産した時でさえ，執達吏に追いまわされ
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ながら150万ドルの資本金で新しい会社を計画し，その半分を新しい織機
の開発に使っていたそうです．
　また自分でもズボン吊りを通すことのできる胴着，エリにボタンのない
シャツ，万年歴，封印機，郵便の消印方式を考案したトウェインは機械に
愚かれ，呪われた人間でした．6世紀の世界でなによりも先に特許局の必
要を感じたハンクはそのままトウェインでもあったのです。
　以上述べたように機械はトウェインには幸福，成功，富のイメージを与
えると共に，失敗，破産，金を喰う悪魔のイメージをも持つものでありま
す．
　しかしこの作品の中に登場する機械文明は初めから不吉なイメージを持
っていることは興味深い事実です．
　心の故郷といえるミシシッピーの川船を没落させた鉄道に対する潜在的
な憎悪と同じように彼は自分にどこまでもつきまとう機械文明を無意識の
うちに呪っていたのでしようか．
　Kaplanは「作家としてのマーク・トウェインは企業家としてのトウェ
インよりはるかに先に大きな不幸の徴候を予見していた」15）と説明をつけ
ています．
　ハソクはトウェインがはじめてペイジ植字機を見たコルト兵器工場の職
工で，彼の作れるものがまず「銃，拳銃，大砲」であることはすでにその
文明の性格を暗示しています．
　「文明のはじまり」と題する10章では19世紀の文明を「青空に煙の
でていない頂きをつきだして，その内部の湧き上る地獄の気配も見せない
穏かな火山」にたとえていますが，このイメージにもその中に危険な破壊
力の連想がともなっています．
　前半の興味の中心は彼とマーリンの魔法くらべであり，対決の結果ハン
クが勝つことは19世紀文明の勝利を意味していました．
　しかし，ハンクが実際に彼が自分の機械知識を活用して中世社会の改革
を行う場面は少しも作品の中では具体的に画かれてはいません．
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　日蝕を予言したあと民衆の要求に応じて，マーリンの塔を爆破して見せ
たり，「聖なる谷」で井戸の修繕を奇蹟に見せかけるため，悪魔をはらう
と称して派手に花火をあげて見せたり，煙草の煙で騎士達をおどかしたり，
科学文明はむしろマーリンの魔法に対抗するための魔法であり，手品のタ
ネであります．
　やがてその魔法は凶暴な力を，ハソクが独裁者としての傾向を示し，民
衆に対して侮蔑の色を見せはじめるにつれて，発揮します．
　井戸の修繕により，ますますその声望を高めたのち，ハンクはアーサー
王と農民に変装して国内視察の旅にでます．途中，王は農民に変装してい
ることを忘れて通りかかった騎士に挑戦してしまいます．
　武器を持たない王をかばってハンクは鎗をかまえて攻撃してくる騎士を
ダイナマイトで木端みじんに吹きとばしてしまいます．
　騎士と馬の肉片，よろいのかけらの雨の中にたって「全く見事な手ぎわ
だ．手ぎわよく見事なものだ」とダイナマイトの性能に感心する彼は独裁
者から破壊者に変り，彼の文明はコルト兵器工場の象徴する武力にと変質
しているのです．
　また，39章における騎士達とのトーナメソトでは彼に向かっておし寄
せる騎士達を西部劇さながらに二丁拳銃で馬から撃ち落します．
　「バーン，ひとつの鞍が空になった．バーン，またひとつ．バーン，バ
ーン．ふたつやっつけた⊥
　ハンクは射的場で標的でも落すように気楽に騎士を殺しています．
　最終章「サンドベルトの戦い」では，彼に対する破門宣告と同時に，攻
め寄せて来た騎士，貴族，彼が解放した奴隷達を相手にハンクは機械文明
の力を最も有効に活用して戦っています．
　ハンクの教育理想に基づいて教育された陸海軍±官学校の生徒は皆，彼
を裏切り，迷信や伝統に影響されない幼年時代から彼に教育された52人
の少年と忠実な部下クラレンスしか彼の味方として残らなかったことも，
ハンクの文明の力が全篇を通じて最も具体的に描写されているのがこの大
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殺数の章であることも皮肉です．
　しかもこの戦争の発端となった内乱は彼が中世社会に導入した資本主義
経済機構が生んだものです．
　ハンクは自分が創造したものすべてに背かれ彼の文明は結局それ等を破
壊することにしか役立たなかったというのがこの作品のひとつの結論です．
ハンクの信じていた19世紀の科学文明が中世社会にもたらしたものは死
と破壊と混乱でした．
　主人公ハンクが最後に突然あらわれたマーリンの魔法にかかって13世
紀の眠りにつくことは何を意味するのでしょうか．
　中世英国の貴族主義社会を対象にしていたこの作品はいつの間にかその
対象をハンクの代表する19世紀文明に変えています．
　「王子と乞食」や「ハック・フィンの冒険」などで絶えず批判の対象と
なっていた中世社会はここではその悲惨さの性質においてアメリカ南部社
会のイメージと重なっていることは注目すべきことです，封建社会の中で
僧侶，貴族を支えるためにのみ存在価値のあった貧しい農民はプア・ホワ
イトの姿であり，ハンクと王が経験する奴隷の苦しみ，非人的な待遇はそ
のままアメリカの奴隷制度の現実です．
　平和な6世紀の田園風景は夢のような作者の心の中のハンニバルのイメ
ージと重なっています．
　ハンクが別の意味で「20世紀とは交換しようと思わない」程好きにな
るこの6世紀の物語には“ATale　of　Lost　Land”と題がつけられていま
す．ここにも強い郷愁の響きが感じられます．
　批判と悪ふざけの対象であった中世社会はそのまま作者の心の中で少年
時代の平和と幸偏を象徴するハンニバルに変り，その世界の平和を機械文
明の力で躁りんしたハンク・モーガンは罰を受けたのです．
　この小説の最後につけ加られている　「M．T．による最後の追記」は13
世紀の眠りから覚めたハンク・モーガンの死に際のうわ言を伝えています．
　死の間際の彼に幻覚が訪れ，彼の眼は喜びに輝き，6世紀社会で結ばれ
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た妻サンデイと子供ハロー・セントラル（電話の交換局を呼びだす時の言
葉）の名を呼びます．
　妻にこれまでの経験を恐ろしい夢として訴える彼には6世紀の世界が中
心となっていて19世紀の英国を「あの見たこともない英国」として表現
しています．
　その「見たこともない」世界に対して6世紀は最愛の妻，家庭，彼にと
って大切なすべてのもの，人生を生きる価値あるものにしているすべての
ものを象徴しています．
　彼はこのような大切なものから13世紀という時の深淵にへだてられて
いる孤独と恐怖と，死よりも恐ろしい「あのこわい夢」の恐怖を幻覚の中
で妻に子供が母親にするように訴え，しきりと傍にいてほしいと訴えなが
ら息が絶えます．
　このハンクのうわ言の中にトウェインの本音があるのです．
　物質文明にもてあそばれ，身も心も疲れ果てたトウェインにとって現実
の世界は恐ろしい夢であり，ハンクが6世紀の平和な世界に「人生を生き
る価値あるものにしているすべてのもの」を見いだして，その世界に憧が
れたことは少年時代の幸福とやさしい女性の愛を象徴する世界に救いを求
める作老の心情であります．この作品はトウェインの現実の世界における
挫折の痛ましい記録であり，そのバーレスク風の対照を目的として書きは
じめられたこの作品の悲しい結末は「晩年にかけての作風の変化，喜びか
ら絶望へ，夢から悪夢への移行を示めす分岐点」16）となるものです．
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